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４

市
町
村
長
は
、
洪
水
時
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難

を
確
保
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
る
河
川
に
つ

い
て
、
過
去
の
降
雨
に
よ
り
当
該
河
川
が
氾
濫
し
た

際
に
浸
水
し
た
地
点
、
そ
の
水
深
そ
の
他
の
状
況
を

把
握
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
把
握
し

た
と
き
は
、
当
該
河
川
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
水
災

の
危
険
を
住
民
等
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
の
一
一
関
係
）

５

河
川
管
理
者
の
援
助
等

河
川
管
理
者
は
、
２
の

の
規
定
に
よ
り
浸
水

被
害
軽
減
地
区
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
水
防
管

理
者
及
び
４
の
規
定
に
よ
り
浸
水
し
た
地
点
、
そ

の
水
深
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
市

町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
一
五
条
の
一
二
第
一
項
関
係
）

河
川
管
理
者
は
、

の
規
定
に
よ
る
援
助
を
行

う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
河
川
協

力
団
体
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
の
一
二
第
二
項
関

係
）

６

水
防
管
理
者
か
ら
水
防
活
動
の
委
任
を
受
け
た
者

に
よ
る
緊
急
通
行
及
び
公
用
負
担

水
防
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
は
、
水
防

上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
所
に
赴
く
と
き
は
、
一

般
交
通
の
用
に
供
し
な
い
通
路
等
を
通
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
関
係
）

水
防
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
水

防
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
は
、
水
防
の
現

場
に
お
い
て
、
必
要
な
土
地
を
一
時
使
用
す
る
こ

と
等
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
八
条
関
係
）

二

河
川
法
の
一
部
改
正
関
係

１

国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
等
か
ら
要
請

が
あ
り
、
当
該
都
道
府
県
等
に
お
け
る
工
事
の
実
施

体
制
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
が
管

理
の
一
部
を
行
う
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
又
は
管

理
す
る
二
級
河
川
に
係
る
政
令
で
定
め
る
改
良
工
事

若
し
く
は
修
繕
又
は
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
工
事

（
い
ず
れ
も
高
度
の
技
術
を
要
す
る
も
の
等
に
限

る
。）を
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の

な
い
範
囲
内
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
六
条
の
四
関
係
）

２

河
川
協
力
団
体
は
、
一
の
５
の

の
規
定
に
よ
り

協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
て

協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
八
条
の
一
〇
関
係
）

三

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
そ
の
名
称
等
を
定
め
ら
れ

た
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
管
理
者
等
は
、
急
傾
斜
地
の

崩
壊
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
施
設
を
利
用
し
て
い
る
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難

の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
の
二
関
係
）

四

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
の
一
部
改
正
関
係

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
都
道
府
県
知
事
等

か
ら
要
請
が
あ
り
、
当
該
都
道
府
県
等
に
お
け
る
工
事

の
実
施
体
制
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等

が
管
理
す
る
河
川
管
理
施
設
に
係
る
政
令
で
定
め
る
改

築
若
し
く
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
又
は
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
工
事
（
い
ず
れ
も
水
資
源
開
発
水
系
に
係
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
施
が
当
該
水
資
源
開
発
水
系
に

お
け
る
水
の
安
定
的
な
供
給
の
確
保
に
資
す
る
も
の
で

あ
り
、か
つ
、高
度
の
技
術
を
要
す
る
も
の
等
に
限
る
。）

を
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
九
条
の
二
関
係
）

五

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
が

定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
福
島
県
知
事
が
認
定
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
に
係
る
企
業
立
地
促
進
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
認
定
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
に
係
る
一
団
地
の
復
興
再
生
拠

点
市
街
地
形
成
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
及
び
第
三

二
条
関
係
）

２

公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構
へ
の
国
の

職
員
の
派
遣
等

任
命
権
者
は
、
公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推

進
機
構
（
以
下「
機
構
」と
い
う
。）か
ら
要
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
要
請
に
係
る
派
遣
の
必
要

性
等
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
国
の
事
務
又
は
事
業
と

の
密
接
な
連
携
を
確
保
す
る
た
め
に
相
当
と
認
め
る

と
き
は
、
国
の
職
員
の
同
意
を
得
て
、
当
該
国
の
職

員
を
機
構
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
八
条
の
二
及
び
第
四
八
条
の
三
関
係
）

機
構
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
に
関
し
、
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
等
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
四
八
条
の
四
〜
第
四
八
条
の
一
〇
関
係
）

３

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人
等
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
帰
還
環
境
整
備

推
進
法
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
八
条
の
一
四
関
係
）

４

国
は
、
い
じ
め
の
防
止
の
た
め
の
対
策
の
実
施
そ
の

他
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
八
条
関
係
）

５

国
は
、
福
島
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
販
売
等
の
不
振

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
当
該

調
査
に
基
づ
き
、
当
該
商
品
の
販
売
等
を
行
う
者
に
対

し
、指
導
、助
言
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
第

七
八
条
の
二
関
係
）

６

福
島
国
際
研
究
産
業
都
市
区
域
に
お
け
る
取
組
の
推

進
に
係
る
規
定
の
整
備

原
子
力
災
害
に
よ
る
被
害
が
著
し
い
区
域
で
あ
っ

て
、
廃
炉
等
、
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
農
林
水
産
業
に
関
す

る
国
際
的
な
共
同
研
究
開
発
等
を
行
う
拠
点
の
整
備

等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
を
図
る
べ
き
区
域
（
福
島
国
際
研

究
産
業
都
市
区
域
）
を
重
点
推
進
計
画
の
区
域
内
に

お
い
て
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
区
域
及
び

当
該
区
域
に
お
い
て
推
進
し
よ
う
と
す
る
取
組
の
内

容
に
つ
い
て
、
重
点
推
進
計
画
の
記
載
事
項
に
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
一
条
関
係
）

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
重
点
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
が
廃
炉
等
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

農
林
水
産
業
等
の
分
野
に
お
け
る
技
術
の
高
度
化
に

関
す
る
研
究
開
発
の
事
業
を
行
う
と
き
は
、
特
許
庁

長
官
は
、
当
該
事
業
の
成
果
に
係
る
特
許
発
明
に
つ

い
て
の
特
許
料
の
軽
減
、
免
除
等
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
八
四
条
関
係
）

国
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
重
点
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
係
る
新
た
な
製
品

又
は
新
技
術
の
開
発
に
関
す
る
試
験
研
究
を
行
う
事

業
を
行
う
者
に
国
有
の
試
験
研
究
施
設
を
使
用
さ
せ

る
場
合
、
そ
の
使
用
の
対
価
を
時
価
よ
り
も
低
く
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
五
条
関

係
）

７

住
民
の
円
滑
な
帰
還
の
促
進
を
図
る
た
め
の
措
置

国
は
、
特
定
避
難
指
示
区
域
市
町
村
に
よ
っ
て
特

定
避
難
指
示
区
域
へ
の
将
来
的
な
住
民
の
帰
還
を
促

進
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
構
想
が
策
定
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、
当
該
構
想
を
勘
案
し
て
、
地
域
住
民
の

交
流
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
機
能
の
回
復
及
び
保
全

等
の
当
該
特
定
避
難
指
示
区
域
市
町
村
が
行
う
取
組

を
支
援
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し

た
。（
第
九
三
条
関
係
）

◇
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
三
二
号
）（
復
興
庁
）

１

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
及
び
こ
れ

に
基
づ
く
措
置

特
定
避
難
指
示
（
帰
還
困
難
区
域
の
設
定
の
指
示

を
い
う
。）の
対
象
と
な
っ
て
い
る
区
域
を
そ
の
区
域

に
含
む
市
町
村
（
以
下
「
特
定
避
難
指
示
区
域
市
町

村
」
と
い
う
。）の
長
は
、
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針

に
即
し
て
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
（
特
定
避
難

指
示
区
域
内
の
区
域
で
あ
っ
て
、
特
定
避
難
指
示
の

解
除
に
よ
り
住
民
の
帰
還
を
目
指
す
も
の
を
い
う
。）

の
復
興
及
び
再
生
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
（
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
）
を
作
成
し
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
の
二
関
係
）

国
は
、
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生

計
画
に
基
づ
い
て
行
う
土
地
改
良
事
業
、
砂
防
工
事

等
の
工
事
で
あ
っ
て
、
福
島
県
等
の
要
請
に
基
づ
い

て
内
閣
総
理
大
臣
が
主
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
指
定

し
た
も
の
等
を
、
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
七
条
の
七
〜
第
一
七
条
の
一
五
関
係
）

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
生
活
環
境
の

改
善
に
資
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
公
共
施
設
等
の

清
掃
等
の
事
業
を
、
当
該
施
設
を
管
理
す
る
者
の
要

請
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
七
条
の
一
六
関
係
）

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
の
特
例

環
境
大
臣
は
、
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

復
興
再
生
計
画
に
従
っ
て
、
土
壌
等
の
除
染
等
の

措
置
及
び
除
去
土
壌
の
処
理
並
び
に
廃
棄
物
の
処

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

に
よ
り
環
境
大
臣
が
行
う
土
壌
等
の
除
染
等

の
措
置
及
び
除
去
土
壌
の
処
理
並
び
に
廃
棄
物
の

処
理
に
要
す
る
費
用
は
国
の
負
担
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
七
条
の
一
七
関
係
）
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